
 

 

 

 

 

 

６ 参考資料 

○ 心のケアのために 

○ 発問について 

○ 参加型の学習について 

○ 学校安全計画の例（幼稚園・小学校・中学校） 



学校生活のおける行動の変化 ＊学校と家庭での言動の違いにも留意してください。 

・反抗的な行動をとったり、落ち着きがなくなる 
・学校へ行きたがらない、学校へ来ても教室へ行きたがらない 
・学習への意欲が乏しくなる 
・好きな授業や活動、ゲームなど、好きなことでもやりたがらない 
・些細なことでものを壊したり、人に対して攻撃的な態度をとる 
・一人になるのを怖がる 

  

 

 

災害等に遭遇した恐怖や、喪失体験等の心身へのストレス状態は、様々な心身の症状となって現

れるのが子どもの特徴です。 

また、ストレスの種類や内容、ストレスを受ける発達段階、ストレスを受けてからのプロセスや
時期によって症状は変化していくため、災害や事件・事故発生時に求められる心のケアのために、
子どもに現れるストレス症状の特徴や基本的な対応を理解し、状況把握に努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どの年齢でも見られる 
心身の状態 

 

・寝不足、休憩・休息不足に 
よる疲労感、体力低下 

・食欲不振もしくは過食 
・体調不良 
・既往症や障害（精神疾患、 
発達障害等）の症状の悪化 

 

表情や会話 

・ぼんやりしている 
・ささいなことで泣いてしまう 
・笑わなくなったり、無表情になる 
・喜怒哀楽が激しい 
・何も話したがらない 
・一方的に話し、会話が成立しない 

 

いつもと違う子どもの言動に気を配り、健康観察をしっかり行い、 

情報共有や連携を意識した組織的な対応と支援をしてください。 

心のケアのために  ～ 子どものＳＯＳを汲み取るには ～ 

幼稚園から小学校低学年 

はからだの反応はメイン 

 

・下痢、嘔吐 
・頻尿、夜尿 
・掻痒感 
・頭痛、腹痛 
・興奮や混乱といった
情緒不安定状態 

・強い甘え 

 

小学校高学年から中高生 

は行動の変化も 

 

・些細なことで驚く 
・悩みがあったり、 
心的疲労感が強い状態 

・元気がなく、うつ状態 
・意欲が乏しくなる 
・イライラしやすい 
・行動力が低下する 
・元気がよすぎて、 
頑張りすぎてしまう 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの心の健康状態レベルとケアとキュア 学校と医療機関の役割 

連繋した支援 

学校における「子どものＳＯＳ」を

見逃さないためにできること 

気にかけていることを伝え、寄り添う 

ＳＯＳに気づいて、気持ちを汲み取る 

悩んできた過程を労い、受け止めて、繋げる 

子どもの「ＳＯＳを出す力」を 

育むためにできること 

心身の健康状態のセルフモニタリングを学ぶ 

心身の健康状態の自己表現の仕方を学ぶ 

心身のケアについて学ぶ 

 



 

● クラスの状況､場面に応じた発問の留意点 

 

段 階 No 留 意 点 解  説 

 
１ 

質問は、特定の生徒に偏らないよう
にする。 

質問されない生徒は疎外感を感じてしまう。 

２ 
目立たない生徒に意識的に声をかけ
たり､質問をしたりする。 

絶えず、全ての生徒に気を配っているという教師側の姿

勢を伝える。 

３ 
一人で考えさせた後、二人組みで話
し合いをさせ､その後クラスの意見
を聞くといった段階を経る。 

自分の意見をまとめ、少数で話し合い、全体へといった

手順をとることで、積極性を導き出す手だてとして有

効。 

４ 質問後、｢待つ｣時間をとる。 
考えている最中に、次の生徒に発問が移った場合、答え

られなかった自らへの失望感と黙っていればしのげると

いう二つのネガティブな要素となる可能性がある。 

５ 
生徒の意見に対して、その場で批評
や否定をしない。 

不完全な回答でも、受け入れてもらえた安心感は次の機

会への勇気となるが、否定されたり、嘲笑されたりする

と答える意欲がなくなる。 

６ 
質問の意図が伝わらない場合､噛み
砕いたり、例をあげたり、言い換え
たりして質問をし直す。 

理解力、経験値の違い、大人の感覚との違いなどで、何

を聞かれているかわからない場合や、わからないことが

明らかになる恥ずかしさなどの感情に対して手だてをす

ることで、答えられたという実績を作ることが必要。 

 

７ 
フォローアップの質問（どうして賛
成なの？）をして考えを更に引き出
すことを意識する。 

意見が十分に伝えられていない場合、授業者からの更な

る問いかけで考えを深めることも重要な技術。 

８ 
学習内容や場面に応じた質問の種類
を用意する。 

発問には意図があり、発問者自身が自覚することが大

切。発問の意図が伝わらなければ、答える意欲が低下す

る。(リラックスさせる、復習をさせる、応用的能力をく

すぐる、複数の回答が予想されるといった意図) 

９ 
複数の意見をまとめるような要約を
させる。 

他人の意見を積極的に聞く姿勢を持たせるためには、

「クラスの意見をまとめるとどうなりますか？」といっ

た発問が有効。 

 
10 クラスの意見を調査する。 

「今の意見に賛成の人は？」というように、所々で全体

の意思を問いかけることで参加意識が高まる。 

11 
生徒自身に次の発言者を選ばせてみ
る。 

「○○さん、次に答える人を選んでください。」など、

積極的な姿勢が見られる段階では生徒による主体的な発

言を促す。 

12 
自分たちの意見を擁護するような場
を持たせる。 

自分たちの意見を反対の意見から擁護する意見を導き出

す。 

13 
自分の考えを発言させるようにす
る。 

「どうしてそのようになったのか説明してください。」

などフォローアップの質問で考えを導き出す支援をす

る。 

14 
生徒自身が質問をつくるような仕組
み取り入れる。 

自分たち自らの質問を考えさせる。 

15 生徒が答えるきっかけを作る。 
「この問題の答えはひとつではありません。もっといろ

いろ聞かせてください」などの発問を。 

ク
ラ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
で
な
い
初
期
の
段
階 

考
え
を
深
め
る
段
階 

参
加
意
識
を
高
め
る
段
階 

★ 発問について 



 

 

１，２は「知識・理解」 ３～６は「思考・判断」となる。 

 

※ 知識・理解を求める問いかけだけで終わっていませんか？ 

 

１  知 識 ･･･今までの情報を思い出し、照合する。 

○ 「（教科書やノートから）先週話した内容のポイントは何でしたか？」 

 

２  理 解 ･･･事実と考え方を選択して編成する。 

○ 「自分の言葉で○○○について説明してみてください。」 

○ 「○○○についての大切な考え方は何ですか？」 

 

 

３  応 用 ･･･事実、法則、原則を利用する。 

○ 「（熱中症の応急手当の）例として、(薄めの食塩水を飲ませること)があげられますが、それ

はなぜですか？」 

○ 「（心）と（大脳の働き）にはどのような関係がありますか？」 

○ 「（適切な休養及び睡眠によって疲労を蓄積させないようにすること）はなぜ重要なのでしょう

か？」 

 

４  分 析 ･･･全体と部分を分けて考える。 

○ 「（交通事故の発生について）の部分or特徴は何ですか？」 

○ 「（感染症法による分類）に従って、（次の感染症）を分類してみよう。」 

○ 「（好天時の交通事故）と（雨天時の交通事故）の比較or対比をしてみよう。」 

 

５  組 立 ･･･アイデアを結合して新しいものを作る。 

○ 「（実験の結果）から何が推察できますか？」 

○ 「（各種の健康指標）と（年代別の死亡率）を統合するとどうなりますか？」 

○ 「（感染症の発生原因）について、どのような結論が推察できますか？」 

 

６  評 価 ･･･意見、判断、結論を導き出す。 

○ 「（ＷＨＯの健康の定義）に合意しますか？」 

○ 「（喫煙の低年齢化）についてどう思いますか？」 

○ 「（このケースでは）何が一番大切な（観点、方法、手段など）ですか？」 

○ 「（あなたの健康行動）に優先順位を付けてください。」 

○ 「あなたなら、（環境の保護）についてどのような決断を下しますか？」 

○ 「どのような方法で決断を下しますか？」 

 

 

 

発問チェックシート 



 

 

＜ブレインストーミング＞ 

集団(小グループ)によるアイデア発想法のひとつ。参加メンバー各自が自由にアイデアを出し合い、

互いの発想の異質さを利用して、連想を行うことによってさらに多数のアイデアを生み出そうという集

団思考法・発想法のこと。 

 

 

 

 

 

【進め方の例】 

① 付箋(アイデアをひとつずつ書くためのもの)を一人１０枚程度配る。 

② スタートの合図で各自付箋にアイデアを書きながら、それを声に出して読み上げる。(４つの

約束を守る)発表は思いついた人から行う。司会は設けない。 

③ 書かれた付箋を机上へ置いていく。 

「課題解決法のアイデアを出す」「課題を確認する」「イメージを整理する」などの場面で活用で

きる。発言がスムーズにできない場合には、付箋等のカードに書き込んで出し合う方法も考えられる。 

 

＜カード操作による発想法＞ 

無秩序で雑然とした定性データ(事実、意見、アイデア等)群を一度カードや付箋紙などに分解し、こ

れを直感力を用いて図解・文章に統合することで、意味や構造を読み取り、まとめていく方法のこと。

基本的なステップは次の通り。 

① 問題提起、テーマ決定 

② データ収集 

外部探検：取材、調査、観察、選考資料等からデータ収集 

内部探検：内省、思いだし、ブレインストーミング等によって個々人の頭の中にある知識や経験、

アイデアなどを取り出す。 

③ ラベルづくり 

得られたデータをラベル(カード、付箋紙、マグネットシート等)に記入する。１枚のラベルにひ

とつの事柄だけを簡潔な表現で文章化する。 

④ グループ編集 

○ ラベルひろげ：机上にラベルを順不同にひろげて内容をよく読む。 

○ ラベル集め：印象として似ているもの同士を近くに寄せて小グループを作る。似たものがないラ

ベルは無理にグループ化しない。 

○ 表札づくり：集まった小グループに、内容を簡潔に表す表札(見出し)を付ける。ラベル群がいわ

んとすることを具体的に表現する。 

⇒小グループの表札を見て、親近性のあるグループをまとめる。(中グループ化、大グループ化) 

⑤ 空間配置：グループ化されたラベルの束を関連性ができるように並べ替える。 

⑥ 図解化：ラベルの束を線で囲んだり、つないだりして関連性がわかるように図解する。 

例）関係あり－、原因・結果→、互いに因果←→、対立＞－＜ 

【４つの原則】 

① 批判をしない 

② 奔放なアイデアを歓迎する 

③ 質より量を重視する 

④ 他のアイデアを修正、改善、発展、結合する 



 

 

＜ケーススタディ＞ 

日常で起こりそうな架空の物語で場面を設定し、学習者がその主人公の立場に立ち、登場人物の

気持ちを考え、または行動の結果を予想したり、主人公がどのように対処(態度や行動)すべきかに

ついて考えたり話し合う学習のことである。 

学習者は、架空の人物について話し合うため、自分の個人的な経験を暴露したり気恥ずかしい思

いをしたりする心配が少ないことから、学習者の率直な気持ちや考えを引き出すことが容易になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意点】 

① 学習者に自由な発想と十分な時間を保障し、批判的な思考や創造的な思考を促す問いか

けをすること。 

② 授業の「展開」では、「もしあなただったら」という問いかけは避け、物語の登場人物

について考えさせる。 

③ 教師にとって都合のよい特定の考えや価値観を強引に押しつけないこと。 

④ 授業の終わりにまとめとして、ありがちな結論を性急に位置づけないこと。 

⑤ 学習者にすばらしいアイデアや考え、または正しい回答を求めることよりも、学習者自

身が自分なりに思考し、他の人の考えを知ってさらに思考を深めるといった過程を重視

すること。 

 

 

 



方　法 期待される効果 効果が出にくい場合 実施の際の注意点 活用の例

ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー

ミ
ン
グ

○ グ ルー プ内 で あ る
テーマについてさまざ
まな、アイディアや意見
を出すための活動

○グループ内での活
発な意見交換へのきっ
かけになり、課題発見･
解決能力､思考力､表
現力の形成に役立つ

○ メン バー の数 や構
成 、 テ ー マ の 設 定 に
よって、意見やアイディ
アが出ずに活動が停
滞する

○メンバーは５～８名
程度
○批判､コメントはしな
い
○質を問わずに多くの
アイディアをだす

○飲酒､喫煙のきっか
けとなるもの
○ストレスの原因等

デ
ィ
ス
カ

ッ

シ
ョ
ン

○あらゆるテーマにつ
いて自由に意見を述べ
る活動

○様々な観点から考え
ることができ、思考力の
向上が図れる

○意見を述べない、述
べることができない生
徒がでる

○生徒それぞれが、自
分の意見をもち述べる
ことが出来るような支援
が必要

○健康に対する価値
観を高める
○医療機関へのかかり
方

　
デ
ィ
ベ
ー

ト

○ あ る テ ー マ に つ い
て、肯定側と否定側の
二つのチームが議論を
行い、その結果を審判
が判定する活動

○自己教育力の向上、
思考力､判断力などの
形成活発な意見交換
○課題解決や意志決
定に役立つ

○内容や形式によっ
て、効果が現れない場
合もある

○生徒にふさわしい内
容、形式を考 え る （３
人､５人などで行うことも
可）

○違法廃棄に関する
厳罰適用の可否
○タバコやアルコール
の自動販売機撤去の
可否

ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ

○ある役割に必要な能
力や技術を習得した
り、それについて理解
するための活動

○現実的な問題への
対処能力の形成に役
立つ
○シナリオづくりや役
割演技を通じて、スキ
ル習得に対する関心･
意欲が高まる
○課題解決や意志決
定に役立つ

○生徒の知識不足や
自己教育力が不足して
いる場合は、単なる劇
になる可能性がある

○ロールプレイングの
動機づけ、リアルさの
追求、思考活動の活性
化などを十分に検討す
る

○タバコの誘いの断り
方
○救急車の呼び方

事
例
研
究

（
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ

）

○日常起こりやすい状
況を取り上げ、状況に
関する心理状態や対
処法等を検討するため
の活動

○現実的な問題に関
する思考力や対処能
力の育成に役立つ
○行動選択､意志決定
に役立つ

○ただの感想になって
しまいがちになる

○自分のこととして、冷
静に考えさせる

○タバコ等を誘われる
状況での対処
○異性の尊重
○交通事故事例

連
鎖
図
法

○ あ る テ ー マ に つ い
て､連想される事柄を
枝葉のように書き連ね
ていく活動

○課題の把握や情報
の整理から行動の優先
順位や計画をイメージ
するなど、思考力を形
成する

○正当性を求めてしま
うと、活動が休止してし
まう

○自分のイメージを広
げることを意識させる
○数人で行わせるよう
にする

○交通問題
○環境問題
○心の健康

ラ
ン
キ
ン
グ
法

○ある課題について用
意された選択肢を順に
並べながら、意見交換
をしたり､他の参加者と
比べながら議論したり
する活動

○気づきや思考力の
形成
○課題学習での課題
発見､解決への糸口を
見つける
○他人の意見に耳を
かたむけ、認める

○グループでランキン
グを決める際に多数決
でランキングをしてしま
う
○ランキングに正答を
求めてしまう

○グループの意見を調
整することを意識させ、
グループとしての理由
付けをする
○正解がないことを伝
える
○キーワード等の工夫
をする

○問題行動等への誘
惑にのらないためには
○健康の要素

★ 参加型の学習について



方　法 期待される効果 効果が出にくい場合 実施の際の注意点 活用の例

分
類
法

（
ビ
ー

イ
ン
グ

）

○ある問題に対し、プ
ラス要因・マイナス要因
に分けて、グループで
図を作る活動

○グループの目標や
考えを共有できる
○イメージや活動につ
いての話し合いを活発
にする
○活動に対するモチ
ベーションを高める

○プラス要因､マイナス
要因の区別がつかな
い場合がある

○プラス要因､マイナス
要因がでやすい問題
を設定する
○イメージのわきやす
い下図（人型･ハート
型）を考える

○健康の要素
○環境づくりの要素
○ストレスの要素

カ
ー

ド
操
作
に
よ
る

発
想
法

○テーマについて書き
出したカードをグルー
プ化し、図解を作成す
る中で、合意形成を行
う活動

○思考力､判断力､表
現力の育成に役立つ
○新しい知識を作り出
すことが可能となる
○グループで行うこと
で､グループ内の合意
形成がなされる
○ 課題の追求

○カードの解釈や配置
の仕方などが多岐にわ
たるため、活動に時間
がかかる

○直感を大切にするこ
と
○それぞれの段階であ
る程度の制限時間を設
けること（活動の状況に
よって対応が必要）

○自らを取り巻く健康
課題
○環境問題

広
告
分
析

○日頃、目にしている
広告について、どのよう
に感じているかを話し
合いながら、広告が作
られた目的を分析する
活動

○メディアからインプッ
トされる情報に対して、
多角的な見方ができる
ようになる
○批判的思考を高める
ことで創造的思考が刺
激される
○現状分析､課題の追
求

○情報について批判
することで終始してしま
いがちである

○販売側､消費者側の
両方の側面から､思考
することを意識させる
○メディアリテラシーの
あり方について理解を
促す

○飲酒､喫煙､食品、
環境問題

ポ
ス
タ
ー

セ

ッ
シ
ョ
ン

○黒板､壁などに､図表
やキーワードを書いた
紙を並べて貼り出し､説
明をしながら、相手の
意見等を聞く活動

○気楽に質問がしや
すく、議論を発展させ
やすい
○思考力、表現力の育
成
○調べ学習のまとめ､
整理

○いくつかの場所で展
開されるため、観客が
片寄ってしまう場合が
ある

○本来の趣旨とは､変
わってしまうが、できる
だけ偏りのできないよう
にあらかじめ行く場所
を振り分けておく

○環境問題
○健康問題

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

○パネラー数人と司会
者をおき､あるテーマに
ついてディスカッション
を行うまた、そのディス
カッションを観て、質問
等をする活動

○司会者､パネラー、
観客と様々な役割を置
くことによって、多面的
な考え方ができる
○課題の解決、新たな
課題の発見

○司会者､パネラーに
ついては、ある程度の
知識や経験が必要とな
り、観客側は、ただ観
察するに終始してしまう
場合がある

○実施の前に､様々な
方法で経験を積ませて
おくことや、あらかじめ
自分の考えを持って観
客となるようにする

○医療問題
○交通問題
○環境問題

実
習
･
実
験

○ある場面を設定して
体験的な学習を行う活
動

○正しい方法を学んだ
り、実際の場面で実践
できる能力と自信を身
につけたりすることがで
き 、 保 健 学 習 へ の 関
心･意欲･思考･判断力
が高まる

○行って終わりという状
況になりやすい技能の
習得という観点に陥り
やすい

○得た結果や過程を
健康行動につなげると
いう意識をもつことが必
要である

○アルコールパッチ
テスト
○ストレス対処法
○応急手当
○心肺蘇生法


